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　　The　deposits　are　of　hydrothermal　rep1・

acement　in　the　a血desitic　tuff．

　　The　kaolini年ation　of　the　country　rock　is

remarkable，and　the　ore　consists　of　hydra－

ted．一halloysite，with　consider母ble　amount　of

quartz，rutil　an（i　pyrite．

　　The　ore　amounts　to　about4，000，000me－

triごtons　in　possible　reserve．

　　　　　　　　　　　　要　　旨

　　粘土産弛は画館本線昆布駅の北々西直距約5kmの磯

　谷郡南尻別村字蘭越旭台にあり，画館本線蘭越駅までは

　　自動車道路が通じている。

’　　粘圭は安山岩質凝次岩が熱水作用を蒙つてカオリン化

　　したものであつて，カオリンを主成分とし，少量の石英・

　　ルチルおよび硫化鉄鉱を俘つている。カオリン粘土暦の

　上部は一般に鉄分に富み，淡紅色，褐色，友黒色等を呈

　　するが下部に行くに從つて白色となるq該白粘土には粘

　　性の極めて強いものと，弱いものとの2種類があり，両

　　者は互に入り混り，判然とした境界を示していないo

　　　水簸試験の結果によると，’粘土中に不純物として存在

　　している石英粒の大部分は100mesh以上の粒度であ

　　り，，硫化鉄鉱粒は60｛・200meshの粒度を有している。

　　　白色カオリンの予想鉱量は大約400万tであるが，確

　　定鉱量は短時日の調査であつたので算定することができ

　　なかつたQ

　　　　　　　　　　　1．緒　　言

　　　昭和26年8月24日より3日間に亘り，蘭越粘土の概・

　　査を行つた。地形測量を行う余裕がなかつたので，1／50，00・

　　地形図を1／－o，oo①に引伸して使用し，粘土賦存予想範囲

＊鉱床部

図を作製するとともにこれを基礎乏して予想鉱量の算定

を行つたb

　現在操集試料について化学分析，熱分析寒を行つてい・

るが・試験完了までにはなお相当の日数を要すると想像

されるので，これらの結果については後日改めて発表ず

ることとし，本報告は軍に調査結果の概報に止める。

　本稿を草するに当り，調査当時種々の便宜を計られた

鉱業権者伊沢辰亮氏および現場主任境田正弘氏に深甚の

謝意を表するQ

　　　　　　　　2．位置および交通

　鉱床賦存地は磯谷郡南尻別村字蘭越旭台にあつて，画、

館本線昆布駅の北々西直踵5kmの地点で，尻別川の支，

洗である湯肉別川の上洗に沼つているo

　鉱石蓮搬のために肉元より函館本線蘭越駅迄約10km、

の間に自動車道路が敷設されている。

　　　　　　チセヌプリ　硫貢山
　　　　　　　△　　　　　　　　　　△

　　　1　　　　　　　　　　　　＝てコアンズプリ

　　　　　　　　　　　　ム

第1圖　　位置，交通圖

　　　　　　　3．　地形および氣候

　本地域の北東方にはニセコアソヌプリ（標高1，308．5；

m），硫黄山（同1，154m）北方にはチセヌプ1リ（同1，134・54

m）等の山嶽があるがほかは概して標高400m内外の丘．

陵性山地であるo

　河川には区域の東方を南洗する湯山別川を除けば大ぎ

なものはない0

　11月下旬より5月「上旬までは積雪3m余に蓬し，ご

の間は露天掘が困難であるo
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…表土・05“乙～4〃し

褐色～灰黒粘土

0～6〃乙

白色カオリン粘土

圖

地質調査所月報（第3巻第9号）
　ぺ
　4．地質およ

　　び鉱床。

　本鉱床附近一帯

はほとんど総て表

土に覆われてい

て・地質の全貌を

確実に知ることは

でき・な、、・カ㍉　探鉱

跡および現在掘難

中の竪坑等の状態

より半U断すれば，

第2図に示すよう

Fな地質断面が推定

されるo　　一

　・白色カオリン粘

土は複輝石安画

．岩，安山岩質凝友岩が浅熱水性溶液によつてカオリy化

作用を蒙つた結果生成されたもので，表土中あるいは粘

土層中には，部分的ではあるがほとをど変質作用を蒙つ

ていない複輝石安出岩岩塊が散在している場合がある。　ざ

　表土直下の粘土は概して鉄分が多く淡紅色・黄褐色・褐

色・友黒色等を呈し，その厚さは部分によ、り著しぐ異り

0～8mであるo
　この鉄分は天水の作用により表土中より供給されたも

ののようで，鉄分の多いために着色された部分は谷では

厚く，鞍部では薄い。

　、白色粘土には硬質のものと軟質のものがあり，前者は

原岩の構造を残して珪化作用を蒙り，二次的の石英を多

量含有している。後者は全く粘土化しているが，部分的

に硫化鉄鉱り後粒に鉱染せられ暗友色を呈する。さらに

軟質粘土には粘性の強いものと弱いものとの2種類があ

り，これらは渾然一体となり判然とした境界を示してい

ないo
　白色粘圭の層厚としては最大10m確認したが，鉱床
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第3圖　蘭越粘土鉱床分布圖
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の成因を考慮に入れれば，少なくとも20m程度の深

度を予想することがでぎる◎

第3図は白色粘土の賦存範囲を示したものである。

　　　　　　5．鉱床各論
　（イ）現在の採掘場ほ湯山別川に流入する小沢の川床

にあるので，粘土は天水の影響を受け相当深部まで鉄分

が浸透しているo

露天掘で約2m，さらにその下部より2m竪坑で掘

り下げているが，地表下よりこの程度の深度の所では淡

黄褐色乃至褐色の粘土が認められるに過ぎない。

　この着色した粘土層の下部に肯色粘土が存在するか否

かは確実には分らなヤ・が，鉱床附近一帯の地質の趨勢か

ら判断される事実と下記旧採掘場跡で赤褐色粘土暦の下

部に白色粘土層が存在している事実から考慮して淡黄褐

色乃至褐色粘土暦の下部には白色粘土が潜在し∫めるも

のと予想される。

　（ロ）旧採掘場は鞍部にあり，この附近では厚さ2～，

3mの表土が粘土層の上部に発達している。表土に近接

した粘土は鉄分に富み淡赤色を呈するが，この粘土厨中

にも白色の2cm×2cm×2cm程摩の粘土塊が散在し

ている。この鉄分に鉱染された粘土層の下部には粘性の

強い，品質優良な白色粘土層が存在しているQ探鉱不充

分のために確実な賦存範囲は分らないけれども，北々西

方向に40mは確実に連続している。

　粘土の品質が非常に良好であることと，相当量の鉱量

を推定できる点から・今後はこの方面に採掘の主力を注

ぐべきであろう6

　前記の如く当地区の露出は極めて不良そあつて，3カ

所において白色粘土層露頭を観察できるに過ぎないが，

地質学的に判断して相当広範囲に賦存してヤ・るものと予

想される。

　　　　6．鉱物組成および化学成分
　白色粘土には粘性の強いネバ粘士と，粘性の乏しいバ

ラ粘土の2種類があるが，いずれも鉱物組成には相異な、

く，両者はともにカオリンを主成分とし，石英（石英の

ほかクリストバル石をも含む疑もある），ルチルおよび

硫化鉄鉱の微量を俘つている。

　粘土の化学分析，粒度分析および耐火度試瞼は現在実

施中で，まだ結果を，うるまでに至つていない。

　かつて富士製鉄室蘭製鉄所で行われた本粘土の化学分

析の結果は次に示す如くである。

　　　　Sio2　　　　　　　　　　　49．64

AI203

Fe203

1g．10ss

・SK

34．73

0．21
14．43

35～’36

　　　　　　7．水簸試験
添付図に示したNo．1一・1，No．1－2およびNo．4

の個所で探集した試料にづき水簸試験を行い・さらに得

られた水簸物の筋別試験を行つた結果次のような飾別実、

牧率が碍られたo

　　　　　第　　1　　表

実　牧　率
煙・・プ・iN・・2－2

No．4

60mesh以上
60戸）100　　　mesh

100戸》200　　mesh

200＾プ300　　魚esh

300mesh　以下

F31．0％

4．6

20．8

｝43・6．

26．5％

3．6

・12．1

｝57・8

2．2

2．2

38．0

36．1

21．5

　60mesh以上のものはジ石英を主成分としカオリン微

、晶の集合塊で60～100meshのものはカオリソ微晶の集、

合塊を主とし，極微粒の石英及び硫化鎌鉱少量俘い，100

～200meshのものはカオリソを主成分どし，硫化鉄鉱微

粒を件う。200mesh以下のものはカオリンを主成分と

し，ほとんど硫化鉄鉱および右英を含まない。

　域上の簡軍な物理的操作によつては・石築は100mush

以上に集合し，硫化鉄鉱は60～200m｝shに集まる？　・

　　　　　　　8．鉱，量
　前述の如く，本地域はほとんど全部表土に被覆されて

いて，白色粘土層の賦存状態を確実に知ることができな

い上に，短時日の調査であつたので確定鉱量の算定はで

きなかつた。

　しかしながら地区内の探鉱跡および現採掘場の翫態か

ら判断して賦存範囲は8×104m2，深度は20mと予想

され，比重を2．5と仮定すれば予想鉱量は4。0×106t

となる。

　　　　　　　9，結・　論
　蘭越粘土は現在堀海道において知られる最も主要な白

色カオリン粘土ともいいうるものであるQ

　当地は鉄道沼線に近く立地條件に恵まれているばかり

でなく，鉱量も400万t丙外と予想され，この種鉱床と

．しては本邦屈指の優良な鉱床と認められる。

　しかしながら地域のほとんど全部が表土に被覆され

ている上に探鉱もほとんど行われていない有様であるか

ら，早急にハシド・オーガーによる探鉱を実施し，鉱床

の実態を把握する必要がある◎　　　　　　　・

　また試料採集については当所においても諸種の実験を

、実施しつつあるが，さらに窯業，製紙関係方面の活濃な

る活用試瞼が要望される。（昭和26年8月調査）
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